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長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
の
新
し
い
収
蔵
品
に
「
阿
藺
陀
草

花
鏡
図
」
（
彩
色
、
タ
テ
二
八
ｍ
×
ョ
．
一
三
三
七
四
が
あ
る
。

こ
の
巻
き
物
に
は
八
一
点
の
植
物
が
水
彩
で
描
か
れ
、
カ
タ
カ
ナ

で
西
洋
名
（
ロ
ウ
ザ
、
ヒ
ョ
ウ
リ
ス
、
メ
ン
テ
、
マ
ル
バ
、
カ
モ
メ
リ
、

カ
ル
モ
ス
等
々
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
の
絵
の
下

に
、
四
○
字
か
ら
一
五
○
字
程
度
の
漢
文
の
解
説
が
あ
り
、
植
物

の
和
名
や
、
種
蒔
き
、
開
花
、
薬
と
し
て
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
最
後
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

「
右
此
一
巻
者
阿
藺
陀
外
科
／
草
花
見
フ
ラ
ン
ス
フ
ロ
ム
来

朝
之
時
／
公
方
様
ョ
リ
被
仰
付
／
草
華
之
油
取
指
上
則
此
絵

ヲ
／
相
認
申
儀
予
仕
上
後
世
為
／
乎
鑑
自
書
畢
誠
世
稀
也
其

／
方
外
療
数
年
被
尽
粉
骨
一
／
流
依
通
達
則
准
一
子
授
與
之

／
豈
不
可
有
可
秘
蔵
可
秘
々
々
／
延
宝
七
年
三
月
吉
日
」

ワワ
J白

シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
蔵
の
「
阿
藺
陀
草
花
鏡

図
」
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

こ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
フ
ロ
ム
と
し
て
名
の
挙
が
っ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
両
国
吊
国
国
巨
己
の
派
遣
は
、
一
六
六
七
年
一

一
月
六
日
に
、
長
崎
奉
行
松
平
甚
三
郎
と
河
野
権
右
衛
門
を
通
じ

て
商
館
長
ダ
｜
王
ル
・
シ
ッ
ク
ス
に
伝
え
ら
れ
た
「
皇
帝
と
帝
国

顧
問
官
は
、
植
物
学
と
薬
油
蒸
留
に
詳
し
い
人
物
が
日
本
へ
派
遣

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
の
要
請
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
蒸
留
に
必
要
な
装
置
一
式
と
「
オ
ラ
ン
ダ
の
植
物
の
種
」

と
生
き
た
薬
用
植
物
が
注
文
さ
れ
た
。
一
六
六
九
年
に
日
本
に
や

っ
て
来
た
若
い
薬
剤
師
ゴ
デ
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ー
ク
（
⑦
○
号
国
８

国
開
鳥
）
は
、
蒸
留
装
置
を
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
。
数
回
に
亘

っ
て
長
崎
周
辺
で
行
わ
れ
た
薬
草
狩
り
で
は
、
ハ
ー
ク
は
二
五
種

類
の
有
用
植
物
を
判
定
で
き
た
が
、
奉
行
や
阿
藺
陀
通
詞
な
ど
が

彼
の
専
門
知
識
を
疑
問
視
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
側
が
納
得
す

る
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
一
六
七
一
年
夏
、
ハ

ー
ク
に
代
わ
り
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
着
任
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン

は
ド
イ
ツ
の
ロ
ー
ッ
ェ
ン
ブ
ル
ク
角
○
厨
２
９
個
写
あ
る
い
は

ロ
ー
ル
ゼ
ン
ブ
ル
ク
角
昌
用
号
巨
侭
ど
の
出
身
で
、
蒸
留
装
置

の
他
に
多
く
の
薬
草
や
植
物
の
種
を
持
参
し
た
。
一
六
七
一
年
一

一
月
、
出
島
の
南
西
の
一
角
に
小
屋
ａ
尉
匡
の
臼
冒
旦
①
）
が
建
て
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ら
れ
、
蒸
留
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。
本
木
良
永
の
「
諸
画
絵
図
集
」

所
収
出
島
図
に
見
ら
れ
る
こ
の
「
油
取
家
」
の
建
造
費
は
日
本
側

が
負
担
し
、
蒸
留
装
置
は
東
イ
ン
ド
会
社
が
提
供
し
た
。
一
六
七

二
年
春
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
数
回
に
わ
た
り
、
数
々
の
薬
油
の
蒸
留
を

行
な
い
、
日
本
の
医
師
た
ち
に
蒸
留
技
術
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

出
島
の
阿
藺
陀
通
詞
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を
も
と
に
し
た

一
連
の
写
本
で
、
九
種
類
の
薬
油
に
関
す
る
説
明
と
精
密
な
蒸
留

装
置
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ

ン
は
油
搾
器
も
使
用
し
肉
豆
蒄
油
を
製
造
し
た
が
、
楢
林
鎮
山
が

残
し
た
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
な
ど
の
資
料
に
見
ら
れ
る
油
搾
器
の

絵
は
、
当
時
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
六
六
九
年
、
会
社
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
種
と
植
物
が
日
本
へ

送
ら
れ
て
お
り
、
商
館
長
カ
ン
プ
ホ
イ
ス
に
よ
る
と
こ
れ
ら
は

「
皇
帝
の
庭
」
房
①
号
①
厨
冨
言
）
に
蒔
か
れ
、
日
本
人
庭
師
が
世

話
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
植
物
が
日
本
の
気
候
に
耐
え
ら
れ

た
か
ど
う
か
、
資
料
か
ら
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
一

六
七
一
年
に
持
っ
て
来
た
他
の
種
や
植
物
の
繁
殖
状
態
は
悪
か
っ

た
。
今
日
で
は
現
存
し
な
い
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
こ
れ
に
解
説

つ
き
目
録
を
添
付
し
て
い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
の
「
阿
藺
陀

草
花
鏡
図
」
は
こ
の
目
録
か
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
数
年
間
の
出
島
滞
在

中
に
行
な
っ
た
指
導
の
ど
ち
ら
か
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
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）


